
原
始
仏
典
の
中
で
、
最
も
古
い
部
類
に
属
し
、
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
を
忠

実
に
伝
え
た
経
典
と
し
て
、
有
名
な
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
（
法
句
経
）
」
と
『
ス

ッ
タ
’
一
バ
ー
タ
（
経
集
）
」
と
が
あ
る
。
前
者
は
、
仏
教
の
倫
理
的
教
義

を
教
え
、
仏
道
入
門
の
指
針
と
も
な
る
べ
き
ブ
ッ
ダ
の
金
言
を
テ
ー
マ
に

応
じ
て
詩
に
ま
と
め
て
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
南
北
両
伝
を
通
じ

て
広
く
流
布
し
、
ま
た
、
漢
訳
さ
れ
て
『
法
句
経
』
と
し
て
、
わ
が
国
に

お
い
て
も
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
。
後
者
の
方
は
、
特
に
ま
と
ま
っ

た
編
集
方
針
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
折
り
に
ふ
れ
て
説
か
れ
た

様
々
な
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
を
詩
句
に
ま
と
め
て
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

口
村
上
真
完
・
及
川
真
介

『
仏
の
こ
と
ば
註
」
Ｂ
ｌ
㈲

ｌ
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
Ｉ

書
評
・
紹
介

Ｊ
、
ノ
ー
く
Ｊ
、
Ｊ
ｋ
Ｊ
ｊ
１
く
ノ
，
、
く
ｒ
ｊ
ｔ
ノ
ー
く
』

仏
の
こ
と
ば
註
１
。
〈
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
ｌ
研
究

「
仏
と
聖
典
の
伝
承
』

柏吉

元
信
行

原
信
行

こ
の
「
ス
ッ
タ
’
一
バ
ー
タ
」
は
南
伝
上
座
部
の
伝
承
で
あ
る
た
め
、
経
典

全
体
と
し
て
漢
訳
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
わ
が
国
で
は
、
古
く
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
近
年
の
文
献
研
究
に
よ
り
、
『
ダ
ン
マ
・
〈
ダ
』

以
上
に
仏
教
の
原
初
的
な
形
態
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
発
展
す
る
以
前
の

素
朴
な
最
初
期
の
仏
教
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
学
問
的
に
も

極
め
て
重
要
な
経
典
と
し
て
、
内
外
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

こ
の
経
典
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
種
を
翻
訳
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
と

に
、
中
村
元
博
士
に
よ
る
翻
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
ｌ
ス
ッ
タ
｝
一
バ
ー

タ
ー
ｒ
一
は
、
岩
波
文
庫
に
収
め
ら
れ
、
多
く
の
人
々
の
親
し
む
と
こ
ろ

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
翻
訳
の
中
で
中
村
博
士
自
身
も
指
摘
し
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
経
典
に
は
依
然
と
し
て
難
解
な
箇
所
が
あ
り
、
翻

訳
自
体
も
必
ず
し
も
定
着
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

こ
の
よ
う
な
文
献
読
解
に
必
須
の
資
料
と
し
て
、
・
ハ
ー
リ
仏
典
に
は
膨

大
な
註
釈
文
献
群
（
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
）
が
あ
る
。
こ
の
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
文

献
は
、
単
な
る
註
釈
に
と
ど
ま
ら
ず
、
思
想
的
、
文
化
史
的
、
文
学
的
な

種
々
の
側
面
か
ら
の
重
要
な
資
料
的
価
値
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

ア
ッ
タ
カ
タ
ー
文
献
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
と
し
て
は
、
先
般
、
森
祖

道
博
士
が
『
・
ハ
ー
リ
註
釈
文
献
の
研
究
』
と
い
う
大
著
を
公
に
さ
れ
た
が
、

筆
者
も
か
っ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
個
々
の
文
献
に
つ
い
て
は
、

ご
く
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
そ
の
翻
訳
や
研
究
は
皆
無
で
あ
っ
た
（
吉

元
書
評
「
森
祖
道
著
『
パ
ー
リ
註
釈
文
献
の
研
究
』
」
、
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー

第
四
一
号
、
七
五
頁
参
照
）
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
噴
矢
と
し
て
、
最
も
重

要
な
原
始
仏
典
『
ス
ッ
タ
’
一
。
〈
－
タ
』
の
註
釈
『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー

テ
ィ
カ
ー
（
も
目
色
目
鼻
昏
皇
○
茸
目
）
』
の
全
訳
註
と
厳
密
な
研
究
が
、
村
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上
真
完
・
及
川
真
介
両
氏
に
よ
っ
て
完
成
。
出
版
さ
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
の
原
典
は
、

Ｐ
Ｔ
Ｓ
の
ロ
ー
マ
字
刊
本
で
も
全
３
巻
か
ら
な
る
大
部
の
も
の
で
あ
り
、

ま
だ
い
か
な
る
国
語
に
も
完
訳
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
前
人
未
到
の
難
事
行

で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
翻
訳
と
研
究
が
一
朝
一
夕
に
完
成
し
た
訳
で
は
な

い
。
翻
訳
の
第
一
冊
目
で
あ
る
次
の
著
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら

六
年
前
の
一
九
八
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

Ａ
村
上
真
完
・
及
川
真
介
『
仏
の
こ
と
ば
註
ｌ
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ

ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
目
ｌ
』
（
春
秋
社
．
一
九
八
五
）

そ
れ
以
降
順
次
口
。
日
が
刊
行
さ
れ
、
昨
年
末
の
四
を
も
っ
て
翻
訳
そ

の
も
の
は
完
成
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
息
つ
く
暇
も
な
く
、
本
年
当
初
に
そ

の
続
編
の
研
究
編
（
付
録
）
一
巻
が
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を

刊
行
順
に
挙
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

Ｂ
村
上
真
完
・
及
川
真
介
「
仏
の
こ
と
ば
註
ｌ
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ

ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
。
’
』
（
春
秋
社
．
一
九
八
六
）

Ｃ
村
上
真
完
・
及
川
真
介
「
仏
の
こ
と
ば
註
Ｉ
。
〈
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ

ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
匂
ｌ
』
（
春
秋
社
．
一
九
八
八
）

Ｄ
村
上
真
完
“
及
川
真
介
『
仏
の
こ
と
ば
註
１
．
ハ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ

ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
画
ｌ
』
（
春
秋
社
．
一
九
八
九
）

Ｅ
『
仏
の
こ
と
ば
註
１
．
〈
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ヵ
ー
ｌ
研

究
仏
と
聖
典
の
伝
承
』
（
春
秋
社
．
一
九
九
○
）

ま
ず
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
訳
・
著
者
で
あ
る
村
上
真
完
・
及
川
真
介
両
氏

に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
Ｅ
書
の
著
者
紹
介
に
よ
る

と
、
両
氏
は
同
年
で
あ
り
、
共
に
東
北
大
学
文
学
部
に
在
学
し
た
同
級
生

の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
村
上
氏
は
同
じ
東
北
大
学
の
大
学
院
に
、
一

方
及
川
氏
の
方
は
東
京
大
学
大
学
院
に
進
学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

村
上
氏
の
方
は
、
現
在
、
文
学
博
士
の
学
位
を
も
た
れ
、
東
北
大
学

の
教
授
で
あ
り
、
数
多
く
の
イ
ン
ド
哲
学
や
原
始
仏
教
に
関
す
る
業
績
を

発
表
し
て
お
ら
れ
る
。
以
前
は
、
主
と
し
て
イ
ン
ド
哲
学
の
研
究
を
さ

れ
て
お
り
、
『
サ
ー
ン
ク
ャ
哲
学
研
究
ｌ
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
自
我

観
Ｉ
』
（
春
秋
社
．
一
九
七
八
）
を
始
め
と
す
る
サ
ー
ン
キ
ャ
哲
学
に
関

す
る
著
書
や
論
文
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
、
『
西
域
の
仏
教
ｌ
ベ
ゼ

ク
リ
ク
誓
願
画
考
ｌ
』
（
第
三
文
明
社
．
一
九
八
四
）
な
ど
、
仏
教
文

化
に
関
す
る
著
書
や
、
「
諸
行
考
９
１
回
」
（
仏
教
研
究
一
六
’
一
九
）
な

ど
の
原
始
仏
教
に
関
す
る
意
欲
的
な
業
績
、
さ
ら
に
は
ヴ
ァ
ー
イ
シ
ェ
ー

シ
カ
の
研
究
な
ど
、
幅
広
い
積
極
的
な
研
究
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
。

一
方
、
及
川
氏
は
、
原
始
仏
教
が
専
門
で
あ
り
、
立
正
大
学
の
講
師
と

し
て
、
．
〈
ｌ
リ
語
関
係
の
講
座
を
担
当
さ
れ
、
地
道
に
パ
ー
リ
語
註
釈
文

献
の
研
究
を
し
て
こ
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
蓮
宗
の
僧
侶
と
し
て
、
最
近
は
、

日
蓮
に
関
す
る
文
献
の
和
英
対
照
な
ど
、
日
蓮
宗
の
海
外
布
教
に
関
す
る

業
績
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。
Ａ
書
の
序
文
に
よ
る
と
、
こ
の
及
川
氏
は
、

十
数
年
前
よ
り
『
・
〈
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
の
翻
訳
の
仕
事
を

続
け
て
こ
ら
れ
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
物
さ
れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
、
及
川

氏
の
ひ
た
む
き
な
『
・
ハ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
の
翻
訳
活
動
と

出
版
へ
の
発
願
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
及
川
氏
の
翻
訳
ノ

ー
ト
に
、
村
上
氏
が
イ
ン
ド
哲
学
・
イ
ン
ド
仏
教
に
関
す
る
幅
広
い
学
識

か
ら
手
を
加
え
、
お
二
人
の
緊
密
な
協
力
の
も
と
に
本
シ
リ
ー
ズ
が
完
成

房の
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す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ｅ
書
の
予
告
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
辞
典
編
一
巻
が
続
刊

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。

Ｆ
『
。
〈
－
リ
聖
典
ス
ッ
タ
・
’
一
バ
ー
タ
註
索
引
・
辞
典
』
（
春
秋
社
・

未
刊
）そ
う
す
る
と
、
南
伝
・
〈
－
リ
仏
典
の
中
で
最
も
重
要
な
経
典
で
あ
る

『
ス
ッ
タ
ニ
・
ハ
ー
タ
』
の
註
釈
に
関
す
る
全
六
巻
に
も
及
ぶ
翻
訳
・
研
究

・
索
引
・
辞
典
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
難
事
行
を
成
し

遂
げ
ら
れ
た
両
氏
に
た
だ
た
だ
感
服
の
念
を
表
す
る
の
み
で
あ
る
。

本
来
な
ら
、
こ
の
全
六
部
作
の
最
後
の
辞
典
の
完
成
を
待
っ
て
書
評
す

べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
翻
訳
編
四
巻
と
今
回
出
版
さ
れ
た
研
究
編
一
巻

と
で
、
そ
の
成
果
の
大
要
は
ほ
ぼ
つ
か
み
う
る
と
思
う
の
で
、
ま
ず
、
翻

訳
編
の
後
で
出
版
さ
れ
た
が
、
内
容
的
に
は
本
研
究
の
序
論
と
し
て
の
意

味
も
持
つ
研
究
編
一
巻
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
の
あ
と
、
翻
訳
編
四
巻
に

つ
い
て
ふ
れ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

研
究
編
で
あ
る
『
仏
の
こ
と
ば
註
ｌ
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ

ー
ｌ
研
究
仏
と
聖
典
の
伝
承
』
（
Ｅ
書
）
は
、
村
上
氏
の
執
筆
に
な

る
「
第
一
部
『
ス
ッ
タ
・
ニ
・
〈
－
タ
（
経
典
）
』
の
理
解
の
た
め
に
」
と
及

川
氏
の
「
第
二
部
『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
（
第
一
義
解
明
）
』

の
理
解
の
た
め
に
」
の
二
部
よ
り
な
る
。
以
下
、
若
干
の
私
見
を
交
え
な

が
ら
、
順
を
追
っ
て
本
書
の
所
述
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

第
一
部
第
一
章
衝
撃
の
書
「
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
（
経
集
）
』

＝二

〔
煩
悩
の
起
る
〕
基
礎
を
考
究

し
て
、
そ
の
種
を
弁
え
知
っ
て
、

そ
れ
を
愛
執
す
る
心
を
長
ぜ
し
め

な
い
な
ら
ば
、
か
れ
は
実
に
生
を

滅
ぼ
し
つ
く
し
た
終
極
を
見
る
聖

本
章
冒
頭
に
お
い
て
村
上
氏
は
、
『
ス
ッ
タ
・
↓
一
・
〈
－
タ
』
と
い
う
原

始
仏
典
と
の
出
会
い
と
そ
の
衝
撃
か
ら
語
り
は
じ
め
る
。
村
上
氏
は
、
当

初
、
本
経
の
中
で
、
「
犀
の
角
の
よ
う
に
た
だ
一
人
歩
め
」
と
い
う
徹
底

し
た
孤
独
の
生
き
方
に
驚
く
。
そ
し
て
、
そ
の
後
こ
の
註
釈
『
パ
ラ
マ
ッ

タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
に
よ
っ
て
こ
の
経
典
を
読
み
な
お
し
た
と
き
、

そ
の
徹
底
し
た
孤
独
の
生
活
の
追
求
の
背
景
に
、
心
身
の
消
滅
・
般
浬
盤

へ
の
志
向
の
あ
る
こ
と
を
知
り
樗
然
と
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
註

釈
が
、
従
来
の
翻
訳
と
は
異
な
っ
て
、
的
確
に
経
典
の
文
意
を
理
解
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、
従
来
の
翻
訳

に
対
す
る
不
満
を
あ
か
ら
さ
ま
に
露
呈
す
る
。
た
と
え
ば
、
本
経
の
中
の

「
牟
尼
経
」
に
あ
る
二
○
九
偶
の
翻
訳
に
こ
と
の
ほ
か
難
渋
し
た
ら
し
い
。

こ
の
偶
の
原
典
、
お
よ
び
定
評
の
あ
る
翻
訳
で
あ
る
岩
波
文
庫
『
ブ
ッ
ダ

の
こ
と
ば
』
に
お
け
る
中
村
元
訳
と
村
上
・
及
川
両
氏
に
よ
る
訳
を
対
照

し
て
み
よ
』
フ
。

の
四
Ｈ
恒
丙
置
倒
罰
四
ぐ
ゆ
庁
叶
丘
ロ
ロ
］
も
ｐ
Ｈ
口
倒
］
ゆ
ず
二
四
時
恒

叩
旨
①
丘
凹
員
一
四
ｍ
の
凹
画
Ｐ
ｐ
ｐ
宅
も
ゆ
く
⑦
Ｃ
Ｏ
彦
①
、

の
ゆ
ぐ
⑦
Ｈ
国
自
己
Ｈ
、
．
画
蚤
諦
琴
頴
廷
邑
ご
言
ａ
ｓ
の
の
『

冒
野
計
ｓ
量
、
承
琴
詞
廷
園
富
承
宝
、
㈹
註
勿
争
量
計
署
忌
言
，

（
、
ロ
．
冠
、
い
●
）

〔
存
在
の
〕
諸
の
根
底
を
熟
慮

し
、
〔
意
識
と
い
う
〕
種
子
を
殺
し
、

こ
れ
に
湿
り
気
（
愛
情
）
を
与
え

な
い
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
聖
者
（
牟

尼
）
で
あ
り
、
生
と
減
と
の
終
極
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者
で
あ
り
、
妄
想
を
す
て
て
（
迷
一
嶬
憎
催
思
量
を
始
雨
ｋ
い
る
の
で

（
「
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
四
二
頁
）
’
（
Ｅ
書
八
頁
）

こ
の
中
で
、
原
典
の
イ
タ
リ
ッ
ク
部
分
、
翻
訳
の
傍
線
部
分
に
つ
い
て
、

註
釈
で
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。

生
と
死
の
終
極
で
あ
る
浬
藥
を
見
、
思
量
を
捨
て
て
い
る
。
つ
い
に

は
最
後
の
意
識
（
識
）
を
も
減
し
て
、
生
存
の
要
素
の
残
余
が
な
い

浬
藥
の
境
界
（
無
余
浬
梁
界
）
に
達
し
て
、
入
滅
（
般
浬
葉
）
し
て

し
ま
っ
て
、
も
は
や
、
こ
の
聖
者
に
つ
い
て
は
、
言
葉
を
も
っ
て
何

と
も
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
方
を
神
と
か
人
と
か
と
呼
ぶ
こ

と
は
で
き
な
い
。
（
Ｅ
害
九
頁
）

｛
《
口
四
口
冨
陣
闇
日
丙
屋
四
日
、
》
と
は
、
《
《
ｏ
Ｐ
ｐ
ｐ
ｇ
冒
○
巳
』
＆
ず
望
四

国
秒
日
①
。
．
と
い
う
意
味
で
あ
り
白
目
、
ロ
．
や
急
と
、
註
釈
も
そ
の
読
み

方
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
ま
た
、
本
経
第
五
章

「
彼
岸
道
品
」
の
学
生
ウ
・
ハ
シ
ー
ヴ
ァ
の
質
問
（
一
○
七
四
’
一
○
七
六

偶
）
に
お
け
る
牟
尼
の
究
極
の
境
地
の
解
釈
に
も
関
わ
る
重
要
な
問
題
と

な
る
。こ
の
よ
う
な
註
釈
に
基
づ
く
厳
密
な
読
み
込
み
に
よ
り
、
村
上
氏
は
、

本
経
の
目
指
す
聖
者
の
道
と
い
う
の
は
、
「
そ
れ
は
結
局
は
無
余
依
浬
梁

で
あ
っ
て
、
心
身
の
完
全
な
消
滅
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
輪
廻
の
消
滅

と
な
る
」
と
理
解
し
、
さ
ら
に
、
「
同
時
に
大
自
然
に
帰
す
る
こ
と
で
あ

り
、
或
い
は
大
自
然
、
大
宇
宙
の
大
い
な
る
生
命
、
大
い
な
る
力
に
帰
る

こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
す
る
（
Ｅ
害
一
三
頁
）
。

次
に
、
村
上
氏
は
、
仏
教
に
お
け
る
最
も
重
要
な
概
念
で
あ
る
〃
浬
盤
″

え
る
者
の
）
部
類
に
赴
か
な
い
。

を
見
、
思
量
を
捨
て
て
い
る
の
で

名
状
す
べ
く
も
な
い
。
（
Ｅ
書
八
頁
）

に
関
し
て
、
そ
れ
を
消
滅
と
解
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
印
四
巨
創
昌
口
図

説
を
吟
味
し
、
彼
が
「
仏
教
の
哲
学
的
基
礎
を
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
思

想
の
延
長
線
上
に
お
い
て
見
る
」
点
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
原
始
仏
教

で
は
、
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
思
想
と
は
視
点
・
視
座
が
異
な
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
原
始
仏
教
に
お
け
る
ア
ー
ト
マ
ン
と
は
、
修
行
し
、
向

上
を
目
指
す
尋
へ
き
実
践
的
自
己
自
身
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
し

か
も
、
こ
こ
で
、
松
本
史
朗
氏
の
近
著
『
縁
起
と
空
如
来
蔵
思
想
批

判
』
に
お
け
る
〃
原
始
仏
教
に
お
け
る
ア
ー
ト
マ
ン
理
解
″
に
疑
義
を
呈

し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
（
二
八
頁
）
。

こ
の
後
、
村
上
氏
は
、
如
来
の
死
後
の
存
否
に
関
す
る
論
議
、
お
よ
び

仏
身
観
に
つ
い
て
、
『
ス
ッ
タ
・
’
一
バ
ー
タ
」
の
立
場
に
立
っ
て
厳
密
な

点
検
を
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
原
始
仏
教
で
は
、
如
来
の
死
後
の
存
否
に
関

し
て
は
、
そ
れ
は
、
十
四
無
記
の
中
に
数
え
ら
れ
、
こ
の
論
議
に
深
入
り

す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
こ
こ
で
、
村
上
氏
は
、
積
極
的
に
如
来
の
世

界
を
認
め
よ
う
と
す
る
玉
城
康
四
郎
博
士
の
説
に
対
す
る
批
判
に
論
点
を

絞
っ
て
論
述
す
る
。
玉
城
博
士
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
如
来
の
形
そ

の
も
の
の
消
滅
は
、
如
来
の
自
体
性
の
表
明
で
あ
り
、
認
識
態
度
そ
の
も

の
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
村
上

氏
は
、
あ
ら
ゆ
る
論
争
や
議
論
に
関
わ
ら
な
い
と
い
う
『
ス
ッ
タ
・
’
一
・
ハ

ー
タ
』
の
基
本
姿
勢
か
ら
、
原
始
仏
教
に
お
い
て
、
如
来
の
死
後
の
存
否

を
云
々
す
る
の
は
ま
っ
た
く
当
た
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
達
す
る
（
四
二

頁
）
。
仏
身
観
に
つ
い
て
も
、
村
上
氏
は
同
様
な
基
本
的
姿
勢
を
と
る
。

そ
し
て
、
『
ス
ッ
タ
・
’
一
バ
ー
タ
』
は
仏
を
明
ら
か
に
す
る
害
で
あ
る
と

規
定
し
て
、
そ
の
末
尾
に
説
か
れ
た
仏
へ
の
信
を
勧
め
る
讃
仏
偶
（
二

74



四
○
’
二
四
九
偶
）
の
内
容
か
ら
、
原
始
仏
教
に
お
け
る
仏
身
観
を
次

の
よ
う
に
想
定
す
る
。

さ
て
、
ピ
ン
ギ
ャ
が
信
を
寄
せ
た
仏
と
は
何
か
。
抽
象
的
な
仏
で
は

な
い
。
そ
の
信
に
直
ち
に
答
え
て
く
れ
る
よ
う
な
仏
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
仏
は
も
う
生
身
の
人
間
で
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
ま

た
そ
の
仏
は
入
滅
し
て
し
ま
っ
た
仏
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
不
可
思

議
な
力
強
い
存
在
の
よ
う
で
あ
る
。
（
五
四
’
五
五
頁
）

し
か
し
、
こ
の
不
可
思
議
な
力
強
い
存
在
と
し
て
の
仏
陀
観
か
ら
、
原

始
仏
教
に
お
い
て
も
、
後
の
『
ミ
リ
ン
ダ
パ
ン
ハ
Ｉ
』
な
ど
に
お
け
る
供

養
の
対
象
と
し
て
の
仏
の
よ
う
に
、
次
第
に
仏
身
観
の
発
展
を
見
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
仏
教
の
進
展
に
つ
れ
て
、
ウ
・
〈
’
一
シ
ャ
ッ

ド
に
お
け
る
ア
ー
ト
マ
ン
の
思
弁
や
神
の
観
念
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
次

第
に
大
乗
仏
教
の
仏
身
観
へ
と
発
展
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
仏

身
観
の
変
遷
は
、
本
書
で
は
別
の
視
点
か
ら
、
「
仏
の
先
祖
の
系
譜
と
仏

の
前
生
物
語
」
と
い
う
過
去
仏
の
思
想
と
し
て
新
た
に
論
述
さ
れ
る
が
、

第
三
章
あ
る
い
は
第
二
部
と
も
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
後
に

改
め
て
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
い
・

第
二
章
自
然
観
と
神
観
念
と
身
心
観
こ
の
章
で
は
、
『
ス
ッ
タ
・

ニ
パ
ー
タ
』
に
は
、
神
的
存
在
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
自
然
の
世
界
が
詠
い
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
様
盈
な
視
点
か
ら
論
究
す
る
。
ま
ず
、
第
二
経
の
牛

飼
い
と
仏
の
対
話
の
中
で
、
自
然
現
象
の
中
の
神
や
悪
魔
と
そ
の
神
や
悪

魔
に
語
り
か
け
る
当
時
の
人
々
の
生
活
を
見
る
。
さ
ら
に
、
神
や
悪
魔
だ

け
で
な
く
、
経
典
に
は
、
夜
叉
、
龍
、
阿
修
羅
等
の
様
灸
な
神
的
存
在
と

の
交
流
が
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
著
者
は
、
「
仏

釈
尊
ゴ
ー
タ
マ
の
生
き
た
世
界
は
、
そ
う
い
う
神
灸
や
魔
に
満
ち
満
ち
た

世
界
で
あ
り
、
当
時
の
人
為
の
意
識
に
お
い
て
は
、
神
々
と
の
対
話
が
自

然
に
可
能
で
あ
っ
た
世
界
で
あ
ろ
う
」
（
一
○
八
頁
）
と
い
う
。

当
時
の
人
食
に
と
っ
て
、
魔
も
神
々
も
、
現
実
に
実
在
す
る
の
で
あ
る
。

欲
界
・
色
界
・
無
色
界
や
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
は
宇
宙
で
も
あ
り
、
そ
れ

と
同
時
に
彼
ら
に
お
け
る
精
神
状
態
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
、
現
代
人
の
合

理
主
義
で
割
り
切
っ
て
は
い
け
な
い
。
子
供
の
世
界
と
子
供
の
心
理
、
老

い
た
状
態
と
老
人
の
心
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
身
近
な
現
実
で
あ
る
。

『
ス
ッ
タ
’
一
バ
ー
タ
』
も
『
・
ハ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
も
、
い

ず
れ
も
典
型
的
な
。
ハ
ー
リ
仏
教
の
現
実
主
義
に
基
づ
い
て
い
る
。
苦
も
業

も
浬
藥
も
何
れ
も
が
現
実
で
あ
る
世
界
に
こ
の
害
は
導
い
て
く
れ
る
。

こ
れ
は
、
あ
た
か
も
現
代
人
が
目
に
見
え
る
世
界
だ
け
を
生
き
て
い
る

こ
と
に
対
す
る
警
鐘
と
も
受
け
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
二
五
○
○
年
前
の
当

時
の
人
灸
は
精
神
的
に
は
現
代
の
我
を
よ
り
は
豊
か
で
あ
っ
た
の
だ
。
当

時
の
出
家
者
た
ち
は
そ
の
様
狗
な
精
神
状
況
を
神
々
と
し
て
捉
え
、
こ
と

に
心
の
迷
い
、
あ
る
い
は
修
行
の
妨
げ
に
な
る
種
々
の
現
象
を
悪
魔
と
の

出
会
い
と
見
て
、
そ
れ
ら
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
章
パ
ー
リ
聖
典
『
ス
ヅ
タ
・
’
一
バ
ー
タ
』
成
立
考
こ
の
章
で

は
、
ま
ず
ブ
ッ
ダ
の
話
さ
れ
て
い
た
言
語
と
パ
ー
リ
語
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
諸
先
学
の
所
説
や
考
古
学
的
遺
跡
・
碑
文
に
基
づ
い
て
論
述
す
る
。

こ
の
よ
う
な
様
為
な
観
点
か
ら
の
検
討
の
結
果
、
従
来
の
定
説
通
り
、
マ

ガ
ダ
語
を
話
さ
れ
た
ブ
ッ
ダ
の
教
え
が
、
西
。
南
イ
ン
ド
に
伝
わ
り
、
そ

の
間
に
西
・
南
方
言
の
発
音
で
語
ら
れ
、
そ
れ
が
ス
リ
ラ
ン
カ
に
伝
わ
り

パ
ー
リ
語
に
な
っ
た
と
い
う
結
論
に
達
し
て
い
る
。

旬rー

イ、



次
に
著
者
は
『
ス
ッ
タ
・
ニ
・
ハ
ー
タ
』
の
発
祥
地
に
つ
い
て
の
考
察
を

す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
こ
の
経
典
内
部
に
で
て
く
る
人
物
や
地
名
あ
る

い
は
表
現
に
注
目
し
、
そ
の
傍
証
を
律
典
な
ど
に
求
め
、
『
ス
ッ
タ
・
ニ

パ
ー
タ
』
が
西
南
イ
ン
ド
（
デ
カ
ン
西
部
）
に
関
係
が
深
い
と
い
う
結
論

に
達
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
経
典
が
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た

か
は
、
韻
律
。
ア
シ
ョ
ー
カ
王
碑
文
・
教
法
の
伝
承
な
ど
詳
細
な
検
討
の

結
果
か
ら
し
て
も
容
易
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
た
だ
、
Ｅ
書

の
二
四
四
頁
と
二
四
五
頁
と
の
間
に
綴
じ
込
ま
れ
た
「
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー

タ
の
世
界
」
と
い
う
地
図
は
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
上
に
お
い
て
、
た

い
へ
ん
興
味
深
い
こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、
『
ス
ッ
タ
・
ニ

パ
ー
タ
』
に
出
る
地
名
が
マ
ガ
ダ
地
方
と
サ
ー
ン
チ
ー
や
ア
ジ
ャ
ー
ン
タ

ー
の
あ
る
デ
カ
ン
西
部
地
方
に
限
ら
れ
て
い
る
の
に
、
註
釈
の
『
パ
ラ
マ

ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
の
み
に
出
る
地
名
が
、
マ
ト
ゥ
ー
ラ
地
方
や

ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
に
限
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仏
教
の

発
展
と
伝
播
に
つ
れ
て
「
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
』
が
伝
承
さ
れ
、
そ
し
て
、

マ
ト
ゥ
ー
ラ
や
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
い
て
仏
教
が
栄
え
た
頃
に
『
・
ハ
ラ
マ
ッ

タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
の
ソ
ー
ス
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
地
図
の
ほ
か
に
も
、
Ｂ
害
の
巻
末
に
当
時
の
南
北

両
伝
の
世
界
観
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
図
表
が
三
葉
も
つ
け
ら
れ
て

お
り
、
た
い
へ
ん
重
宝
で
あ
る
。

こ
の
章
で
は
、
さ
ら
に
、
九
分
経
と
の
関
連
、
仏
滅
年
代
、
韻
文
と
散

文
の
新
古
の
問
題
に
ま
で
論
究
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
七
仏
通
誠

偶
に
つ
い
て
の
種
友
の
資
料
を
駆
使
し
て
の
詳
細
な
考
察
は
特
に
注
目
さ

れ
る
（
二
八
四
’
三
○
一
頁
）
。
こ
の
偶
に
つ
い
て
は
、
評
者
た
ち
も
多

仏
思
想
と
い
う
面
か
ら
最
近
別
に
論
究
し
た
（
吉
元
・
柏
原
・
茨
田
「
原

始
仏
教
に
お
け
る
過
去
仏
．
未
来
仏
思
想
の
形
成
」
真
宗
総
合
研
究
所
紀

要
第
七
号
、
六
’
七
頁
参
照
）
が
、
本
書
に
よ
っ
て
更
に
多
く
の
関
連
資

料
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
四
章
苦
行
者
の
詩
と
「
ス
ッ
タ
・
’
一
パ
ー
タ
』
近
年
、
古
い
仏

教
聖
典
、
な
か
ん
ず
く
『
ス
ッ
タ
・
’
一
バ
ー
タ
』
の
中
に
ジ
ャ
イ
ナ
経
典

や
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
と
の
・
ハ
ラ
レ
ル
に
な
る
偶
の
存
在
す
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
始
め
、
そ
こ
に
仏
教
の
興
起
と
仏
教
以
前
の
苦
行
者
文
学
・
沙

門
文
学
が
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
種
々
の
観
点
か
ら
論
ぜ
ら
れ
始
め
た
。

こ
の
章
は
、
こ
の
問
題
に
肉
薄
す
る
興
味
深
い
論
究
で
あ
る
。
特
に
、
次

の
よ
う
な
教
祖
に
対
す
る
称
号
は
、
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
な

ど
そ
れ
ら
沙
門
の
宗
教
に
共
通
し
て
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
覚
者
ｅ
且
‐

号
凹
）
、
勝
者
言
口
騨
）
、
世
尊
（
ｇ
Ｐ
唱
ぐ
目
）
、
如
来
（
３
号
侭
懐
冨
）
、
尊

師
よ
ｅ
冒
昇
。
）
、
阿
羅
漢
（
四
目
冨
昇
）
、
沙
門
（
困
目
騨
愚
）
、
仙
人

（
回
）
、
牟
尼
（
目
巨
昌
）
な
ど
。
こ
の
ほ
か
、
仏
教
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
み
に

現
れ
る
用
語
と
し
て
、
辞
支
仏
（
恩
ｇ
①
５
９
８
ｇ
』
忌
芹
の
ご
§
且
‐

号
四
）
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
用
語
は
仏
教
以
前
、
ジ
ャ
イ
ナ
教

以
前
の
古
い
ル
ー
ツ
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の

語
は
苦
行
者
・
沙
門
を
表
す
諸
語
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
過

去
仏
の
思
想
と
も
結
び
つ
く
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
著
者
村
上
氏
は
ず
い
ぶ
ん
以
前
に
指
摘
し
た
こ

と
が
あ
る
が
（
平
野
真
完
「
過
去
仏
に
つ
い
て
」
印
仏
研
九
’
二
）
、
こ

こ
で
は
、
そ
の
指
摘
を
更
に
展
開
し
て
、
第
一
章
に
お
け
る
仏
の
前
生
物

庁ハ
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語
と
の
関
係
に
お
け
る
過
去
仏
思
想
に
つ
い
て
の
考
察
に
加
え
て
、
過
去

の
聖
者
と
の
関
係
に
お
い
て
過
去
仏
を
考
え
る
方
法
論
を
展
開
す
る
。
そ

し
て
、
ま
だ
仏
教
が
興
る
以
前
の
出
家
修
行
者
（
古
仙
人
）
た
ち
の
中
に

過
去
仏
の
祖
型
が
考
え
ら
れ
、
辞
支
仏
の
祖
型
と
も
同
様
で
あ
る
と
結
論

す
る
（
三
四
三
頁
）
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
評
者
た
ち
も
別
の
観
点

か
ら
種
食
論
究
し
た
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
願
い
た
い
（
前

掲
拙
稿
参
照
）
。

こ
の
章
の
最
後
に
、
余
論
と
し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
上
座
部
系

の
部
派
で
あ
る
大
寺
派
と
無
畏
山
寺
派
お
よ
び
大
乗
仏
教
の
問
題
に
ふ
れ

て
、
次
の
及
川
氏
に
よ
る
第
二
部
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
い
る
が
、
特
に
ス

リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
大
乗
仏
教
に
つ
い
て
は
大
変
興
味
深
い
問
題
で
あ
る

の
で
、
後
で
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
二
部
『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
（
第
一
義
解
明
こ
の

理
解
の
た
め
に
第
一
章
『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
（
第
一

義
解
明
）
の
著
者
』
で
は
、
こ
の
註
釈
の
著
者
に
つ
い
て
、
前
田
恵
学
・

森
祖
道
両
博
士
の
業
績
を
も
と
に
論
述
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
註
釈
の
著

者
に
つ
い
て
の
様
々
な
論
議
お
よ
び
ブ
ッ
タ
ゴ
ー
サ
に
つ
い
て
の
先
駆
的

な
研
究
が
、
前
田
博
士
の
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
五
年
も
前
に
佐
々
木
現
順

博
士
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
「
仏
教
心
理
学
の
研
究
』
学
振
・

一
九
六
○
年
、
一
九
九
○
年
法
蔵
館
よ
り
改
訂
版
、
六
九
’
二
五
頁
）

に
ふ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
南
伝
仏
教
に
お
け
る

伝
統
的
な
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
の
伝
記
で
あ
る
『
サ
ッ
ダ
ン
マ
・
サ
ン
ガ
邑

智
量
言
蒼
蒼
畠
‐
の
§
噌
言
の
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
伝
の
翻
訳
（
五
一
’
五
七
頁
）

が
な
さ
れ
て
い
て
便
利
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
チ
ュ
ー
ラ
・
ヴ
ァ
ン
サ
』

ｓ
冒
昌
曽
畠
に
な
い
記
事
を
も
含
み
、
非
常
に
有
益
で
あ
る
。
こ
の
言

に
よ
り
、
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
一
四
世
紀
当
時
の
セ

イ
ロ
ン
島
に
お
け
る
弥
勒
信
仰
も
伺
わ
れ
、
興
味
深
い
。

こ
こ
で
、
著
者
の
及
川
氏
は
、
『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』

の
中
に
他
文
献
か
ら
の
引
用
が
多
い
こ
と
に
驚
き
と
戸
惑
い
を
示
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
註
釈
に
限
ら
ず
、
。
ハ
ー
リ
の
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
文
献
や

綱
要
害
文
献
全
般
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、

か
え
っ
て
森
祖
道
博
士
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ず
い
ぶ
ん
古
く
か
ら
ア
ッ

タ
ヵ
タ
ー
文
献
の
源
泉
資
料
の
存
在
し
た
こ
と
の
証
拠
に
も
な
る
の
で
あ

る
（
前
掲
吉
元
書
評
七
一
頁
参
照
）
。
こ
こ
で
及
川
氏
は
、
こ
の
膨
大
な

源
泉
資
料
を
縦
横
に
駆
使
す
る
た
め
に
、
当
時
索
引
・
辞
書
の
類
、
ま
た

は
〃
人
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
″
の
存
在
し
た
こ
と
を
予
想
す
る
が
、
我
々
は
、

現
代
で
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
・
ビ
ル
マ
な
ど
の
僧
侶
に
、
ほ
と
ん
ど
の
聖
典

を
暗
唱
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
を
よ
く
見
か
け
る
。

次
に
、
こ
の
註
釈
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
、
そ
の
中
に
説
か
れ
る
「
由

来
物
語
」
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
種
本
は
イ
ン
ド
成
立
で
あ
り
、
ス
リ
ラ

ン
カ
で
改
編
や
増
広
の
行
わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
章
時
代
の
背
景
と
共
に
で
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
年
代
記
を
も
と

に
し
て
、
上
座
部
教
団
の
中
の
代
表
的
な
大
寺
派
と
無
畏
山
寺
派
と
の
間

の
抗
争
、
あ
る
い
は
一
時
的
に
栄
え
た
大
乗
仏
教
（
後
に
も
ふ
れ
る
よ
う

に
、
実
は
伝
統
的
な
上
座
部
の
資
料
で
は
、
ほ
と
ん
ど
意
識
的
に
無
視
さ

れ
て
い
る
）
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
論
究
す
る
。

第
三
章
バ
ー
リ
仏
教
の
世
界
で
は
、
第
一
部
の
村
上
博
士
の
論
述
と

重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
神
々
、
夜
叉
な
ど
の
下
級
神
、
動
物
な
ど

ヴワ
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が
登
場
す
る
。
ハ
ー
リ
註
釈
文
献
の
世
界
に
つ
い
て
驚
き
の
目
で
論
述
す
る
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
ひ
た
す
ら
に
死
後
の
幸
せ
を
願
う
生
天
を
願
望
す
る
庶

民
の
生
き
方
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
時
す
る
か
の
よ
う
に
、
民
衆
の
幸

福
と
引
き
替
え
に
犠
牲
者
と
し
て
わ
が
生
命
を
捧
げ
て
い
っ
た
出
家
修
行

者
た
ち
の
姿
を
見
出
だ
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
パ
ー
リ
仏
教
の
世
界
は
、

今
で
も
現
代
の
南
方
仏
教
の
国
に
お
い
て
、
あ
の
厳
然
と
し
た
僧
侶
と
在

家
信
者
と
の
関
係
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
一
一

次
に
Ａ
Ｉ
Ｄ
書
の
四
巻
に
も
及
ぶ
翻
訳
編
の
本
文
と
そ
の
註
を
中
心
と

し
て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
Ｅ
害
に
お
け
る
言
及
等
を
散
見
し
た
結
果
、
若

干
の
気
づ
か
さ
れ
た
点
を
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
に
絞
っ
て
あ
げ
て
み
ょ

ニ
フ
Ｏ

Ｂ
差
別
の
問
題
と
業
思
想

Ａ
害
（
四
三
三
’
四
九
三
頁
）
所
収
の
「
拝
火
鹸
ハ
ー
ラ
ド
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ

経
（
持
電
言
‐
里
ミ
ｓ
ミ
ミ
曇
‐
“
豊
言
）
（
賤
民
経
習
い
具
ｓ
‐
の
§
鷺
）
」
は
、
一

般
的
に
仏
教
が
カ
ー
ス
ト
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
の
証
拠
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
拝
火
琴
ハ
ー
ラ
ド
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
経
」
の
中
で
「
そ
れ
を
ぱ

賤
民
と
知
れ
よ
」
（
四
三
九
頁
等
）
と
さ
れ
る
も
の
の
内
容
は
、
い
ず
れ

も
、
飲
酒
以
外
の
戒
を
破
る
こ
と
と
負
槇
療
に
集
約
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の

賎
民
に
対
す
る
も
の
が
、
ハ
ラ
モ
ン
で
あ
る
が
、
劣
っ
た
者
と
優
れ
た
者
と

の
象
徴
と
し
て
、
賤
民
と
手
ハ
ラ
モ
ン
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は

階
級
そ
の
も
の
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
甚
だ
し
い
階
級
差
別
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
知
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
Ｃ
書
（
三
三
七
’
三
九
七
頁
）
の
「
ヴ
ァ
ー
セ
ッ
タ
経
」
も
、

零
ハ
ラ
モ
ン
の
資
格
は
業
（
行
為
）
に
よ
る
こ
と
を
説
く
経
で
あ
る
が
、

『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
（
三
四
八
’
三
五
一
頁
）
で
は
、

人
間
の
区
別
は
、
動
物
の
よ
う
に
外
見
で
は
な
く
職
業
に
よ
る
の
で
あ
る

こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に

職
業
に
よ
る
差
別
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
』
は
、
身
分
差
別
を
既
成
の
事

実
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
身
分
差
別
は
、
輪

廻
や
鬼
神
の
存
在
と
同
様
に
現
実
と
し
て
存
在
し
た
当
時
の
時
代
背
景
に

よ
る
こ
と
を
考
盧
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
改
め
て
『
ス

ッ
タ
。
ニ
パ
ー
タ
』
を
『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
と
と
も
に

精
読
す
れ
ば
、
こ
こ
で
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
身
分
差
別
の
撤
廃
と
い
う

観
点
で
は
な
く
、
業
の
重
要
性
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
「
拝
火

令
ハ
ー
ラ
ド
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
経
」
の
内
容
は
、
あ
く
ま
で
も
生
ま
れ
よ
り
も
行

為
に
よ
っ
て
人
間
存
在
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
い

て
い
る
の
は
、
そ
の
内
容
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
「
ヴ
ァ
ー
セ
ッ
タ
経
」

で
も
、
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
業
の
重
要
性
で
あ
る
。

著
者
は
「
拝
火
尋
ハ
ー
ラ
ド
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
経
」
に
つ
い
て
「
こ
の
経
の
内

容
は
、
先
の
「
敗
亡
経
」
と
同
様
に
、
処
世
訓
を
懇
切
丁
寧
に
説
く
も
の

で
あ
る
」
（
Ａ
害
四
七
五
頁
）
と
す
る
が
、
こ
こ
に
言
わ
れ
る
処
世
訓
と

は
、
仏
教
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
り
、
立
身
出
世
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
敗
亡
経
」
に
お
い
て
も
、
説
か
れ
て
い
る

の
は
負
瞑
療
で
あ
り
、
後
に
心
所
と
し
て
立
て
ら
れ
る
煩
悩
で
あ
る
こ
と
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は
自
明
で
あ
る
。
パ
ー
リ
仏
教
に
お
け
る
業
論
は
、
即
ち
心
理
論
で
あ
り
、

煩
悩
論
も
ま
た
業
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
経
と
そ
れ
に
対
す
る
『
・
ハ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』

の
解
説
に
は
、
当
時
の
時
代
背
景
故
に
、
階
級
そ
の
も
の
こ
そ
は
否
定
さ

れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
生
ま
れ
で
は
な
く
行
為
と
し
て
の
業
を

重
視
す
る
が
故
に
、
現
実
と
し
て
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
生
ま
れ
を
超
克
し

て
、
仏
教
そ
の
も
の
が
差
別
意
識
と
い
う
癖
を
撤
廃
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
、
『
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
』
中
の
諸
経
と
そ
れ
に
対
す
る
『
・
ハ
ラ
マ

ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
が
物
語
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｅ
書
第
三
章
「
パ
ー
リ
仏
教
の
世
界
」
の
一
「
「
パ
ラ
マ

ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
の
登
場
人
物
た
ち
」
の
「
三
人
々
と
生
き

た
者
た
ち
」
（
五
○
六
頁
）
に
は
『
・
ハ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』

の
中
に
登
場
す
る
色
々
な
人
々
や
生
き
物
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、
バ
ラ
モ
ン
ｅ
団
ロ
日
Ｐ
恒
四
）
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
宥
旨
魚
洋
々
砂
）
、
ヴ

ァ
ー
イ
シ
ュ
ヤ
（
ぐ
①
の
３
）
、
シ
ュ
ー
ド
ラ
（
い
且
８
）
、
下
級
の
人
（
○
白
色
‐

§
‐
冒
凰
３
）
最
も
下
等
な
連
中
（
昼
胃
邑
冒
昌
巴
、
犬
殺
し
（
⑫
○
冒
冨
本

文
で
は
犬
料
理
人
）
、
乞
食
（
鼠
８
富
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
が
、

然
し
、
こ
の
中
に
は
ご
§
亀
‐
の
ミ
言
の
賎
民
ぐ
四
ぃ
鯉
旨
及
び
註
に
登

場
す
る
栴
陀
羅
（
○
冒
且
巴
四
）
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ぐ
院
農
四
は
階

級
で
は
な
く
、
単
な
る
蔑
称
で
あ
る
と
し
て
も
、
・
冒
且
巴
四
は
明
ら
か

に
被
差
別
階
層
で
あ
る
。
「
拝
火
雷
ハ
ー
ラ
ド
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
経
」
倉
閑
静
Ｓ
‐

望
ミ
ミ
ミ
ミ
急
‐
鉤
昌
曽
』
賤
民
経
尋
§
ｓ
‐
“
震
§
）
の
本
文
に
つ
い
て
の
注

で
も
こ
の
経
と
差
別
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
「
登
場
人

物
」
の
中
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
察
す
る
に
、
世
間

的
な
解
釈
を
退
け
ん
と
し
て
、
意
図
的
に
避
け
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
様
に
、
仏
教
と
差
別
と
い
う
重
要
な
問
題
を
検
討
す
る
上
に
お
い

て
、
本
書
は
多
く
の
視
座
と
資
料
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
書
で
は
、
。
ｇ
且
巴
秒
に
「
非
人
」
（
仏
教
で
は
、
ふ
つ
う

「
非
人
」
と
い
う
語
は
四
日
四
国
吊
困
の
訳
語
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
間
以

外
の
天
人
等
を
意
味
す
る
）
、
ぐ
①
の
３
に
「
庶
民
」
、
ｍ
ａ
ｇ
に
「
奴
隷
」
、

ぐ
院
巴
四
に
「
賤
民
」
な
ど
の
訳
語
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
差
別
問
題

の
検
討
と
も
併
せ
て
、
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
と
し
て
残
さ

れ
る
。◎
パ
リ
ッ
タ
と
の
関
連

『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ヵ
ー
』
に
対
す
る
期
待
は
『
ス
ッ
タ
・

ニ
・
ハ
ー
タ
』
の
註
で
あ
る
ば
か
り
で
な
い
。
｜
‐
パ
ー
リ
特
有
の
集
成
で
あ

る
『
ス
ッ
タ
・
’
一
・
ハ
ー
タ
』
は
、
そ
の
中
に
最
古
の
経
典
を
含
ん
で
い
る
、

と
い
う
点
で
、
重
要
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ

の
中
に
は
、
現
在
も
南
方
仏
教
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
よ
く
読
謂
さ
れ
る

経
典
を
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
、
は
し
が
き
に
述
零
へ
ら
れ
る
如

く
、
現
在
の
上
座
部
仏
教
圏
で
詞
せ
ら
れ
る
。
く
り
ツ
タ
の
研
究
の
為
に
も

本
書
は
欠
か
せ
な
い
。

パ
リ
ッ
タ
中
の
極
め
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
慈
経
ミ
ミ
や
曽
誉
に

つ
い
て
も
、
Ｅ
書
二
二
六
頁
で
「
「
慈
経
」
を
古
い
経
典
、
し
か
も
「
義

品
」
の
第
十
四
経
よ
り
も
古
い
、
と
す
る
見
解
は
、
我
々
の
こ
れ
ま
で
の

研
究
法
で
は
、
全
く
到
達
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
慈
経
」
は
、
。
〈
－

リ
仏
教
で
は
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
有
名
な
経
で
あ
り
、
護
児
（
パ
リ
ッ

タ
）
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
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漢
訳
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
し
、
漢
訳
に
相
当
す
る
偶
を
見
い
だ
す
こ
と

も
こ
れ
ま
で
に
は
、
で
き
な
か
っ
た
。
」
「
漢
訳
等
に
そ
れ
に
相
当
す
る
偶

が
な
い
よ
う
な
経
典
の
中
に
も
古
い
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
」
．
経
典
と
し
て
古
く
か
ら
ま
と
ま
っ
た
経
典
は
、
偶

然
に
で
も
漢
訳
等
に
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
漢
訳
の
中
に
あ
る
わ
け
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。
」
「
そ
れ
が
古
く
か
ら
ま
と
ま
っ
た
一
経
典
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
」
「
〔
そ
れ
が
む
し
ろ
新
し
い
経
で
あ
る
な
ら
ば
、
新
し
い

改
変
も
加
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
〕
そ
れ
に
反
し
て
、
パ
ー

リ
の
他
の
経
典
や
漢
訳
等
に
種
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
偶
を
含
む
経
に
は
、

か
え
っ
て
種
々
の
伝
承
を
後
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
」

と
、
著
者
は
極
め
て
示
唆
に
富
む
指
摘
を
し
て
い
る
。

・
ハ
リ
ッ
タ
の
幾
つ
か
は
『
ク
ッ
ダ
カ
・
バ
ー
タ
』
の
中
に
見
い
だ
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
『
ク
ッ
ダ
カ
・
バ
ー
タ
』
の
中
の
多
く
の
も
の
が
「
ス
ッ

タ
・
ニ
・
ハ
ー
タ
』
と
共
通
で
あ
る
。
従
っ
て
、
パ
リ
ッ
タ
の
解
釈
に
は

『
ス
ッ
タ
・
’
一
バ
ー
タ
』
及
び
そ
の
註
の
『
・
ハ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ

カ
ー
』
の
参
照
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
ク
ッ
ダ
カ
．
。
〈
－
タ
』

に
は
三
帰
依
文
等
、
独
自
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
の
解
説
は
『
ス
ッ

タ
・
’
一
バ
ー
タ
』
の
註
の
『
・
ハ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ヵ
ー
』
Ⅱ
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

Ｄ
書
（
一
九
三
’
五
○
六
頁
）
に
は
『
ク
ッ
ダ
ヵ
・
バ
ー
タ
』
の
註
で

あ
る
『
・
ハ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
Ｉ
も
併
せ
て
訳
出
さ
れ
て
い

て
、
誠
に
、
言
う
こ
と
な
し
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
帰
依
、
十
学

処
、
三
十
二
行
相
、
童
子
問
〔
経
〕
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
も
判
る
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
十
二
行
相
中
の
脂
肪
と
青
の
区
別
も
、
『
ヴ
ィ
ス

ツ
デ
ィ
・
マ
ッ
ガ
』
を
参
照
す
る
ま
で
も
な
く
皮
下
脂
肪
と
皮
脂
腺
の
区

別
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
判
る
。
し
か
も
「
ヴ
ィ
ス
ッ
デ
ィ
・
マ
ッ
ガ
』

で
は
別
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
比
嚥
が
、
定
義
と
同
時
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

遙
か
に
分
か
り
や
す
い
。
Ｂ
書
（
三
七
三
’
四
六
二
頁
）
所
収
の
「
大
吉

祥
経
」
』
昏
言
蒼
倉
畠
呈
ｓ
‐
②
員
言
も
亦
、
パ
リ
ッ
タ
に
収
め
ら
れ
、
非
常

に
屡
々
謡
せ
ら
れ
る
経
で
あ
る
。
こ
の
経
の
テ
ー
マ
は
「
め
で
た
い
こ
と
、

幸
せ
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
世
間
的
な
道
徳
規
範
を

説
く
も
の
で
あ
る
如
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
・
ハ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー

テ
ィ
カ
ー
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
経
は
、
幸
福
と
は
「
見
え
る
も
の
か
、
聞

こ
え
る
も
の
か
、
思
わ
れ
る
も
の
か
（
香
り
や
味
や
感
触
）
」
（
三
八
二
’

三
八
四
頁
）
と
い
う
議
論
に
対
し
て
提
示
さ
れ
た
解
答
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
大
吉
祥
経
の
中
で
、
「
こ
れ
が
最
高
の
吉
祥
だ
」
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
も
の
は
五
官
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
全
て
、
何
等
か
の
行
為

即
ち
業
で
あ
る
点
を
指
摘
せ
ん
と
し
て
い
る
。
こ
の
『
・
ハ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ

ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
の
註
が
無
け
れ
ば
、
や
や
も
す
る
と
、
こ
の
経
は
、
単

な
る
在
家
者
向
け
の
処
世
訓
の
如
く
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
・

一
般
的
に
「
幸
せ
と
は
何
か
」
と
い
え
ば
健
康
・
裕
福
・
平
和
等
、
何
等

か
の
状
態
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
在
家
者
か
ら
の
幸
せ
に
つ
い
て
の

問
い
に
対
す
る
格
好
の
解
答
で
あ
る
と
同
時
に
、
仏
教
に
お
け
る
視
点
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
著
者
註
に
は
「
偶
の
主
旨
は

在
家
者
へ
の
教
え
で
あ
ろ
う
。
」
（
四
四
三
頁
）
と
す
る
が
、
そ
れ
と
同
時

に
、
こ
こ
に
も
顕
わ
れ
て
い
る
業
の
思
想
は
「
出
家
者
の
生
き
方
」
に
も

通
ず
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
故
、
在
家
者
向
き
の
も
の
と
出
家
者
向

け
の
結
末
が
並
存
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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『
ク
ッ
ダ
ヵ
・
バ
ー
タ
』
中
の
「
吉
祥
経
」
旨
ａ
侭
昌
ｓ
‐
望
昌
ｓ
に
は
、

さ
ら
に
別
の
詳
し
い
註
も
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
Ｄ
書

（
三
七
五
’
四
三
一
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
画
百
日

３
目
色
冒
冒
の
の
包
日
葛
四
に
関
し
て
の
論
議
が
あ
る
が
、
著
者
は
書
‐

尋
畠
昌
ミ
と
の
関
連
も
見
逃
さ
ず
、
註
（
四
二
三
頁
）
の
中
で
佐
々
木
現

順
訳
『
仏
教
心
理
学
の
研
究
』
を
あ
げ
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

本
書
訳
出
の
意
義
に
つ
い
て
、
著
者
は
は
し
が
き
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
全
訳
し
よ
う
と
す
る
「
・
ハ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ

ー
』
の
読
解
は
、
ま
ず
、
難
解
な
語
句
の
多
い
『
ス
ッ
タ
・
二
・
ハ
ー

タ
』
の
理
解
を
す
す
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
ま
で
ス
リ
ラ
ン
カ
に
伝
え
ら
れ
て
行
わ
れ
て
い

た
仏
教
を
知
り
、
そ
の
著
者
の
仏
教
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
南

方
上
座
部
（
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
）
仏
教
の
特
徴
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
分
か
り
や
す
い
行
き
と
ど
い
た
文
章
は
、
こ
の
仏
教
の
全
体
像

を
た
く
み
に
示
し
て
い
る
古
典
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
大
乗
仏
教
と
は
異
な
っ
た
、
し
か
し
平
易
で
懇
切
丁
寧

な
教
え
が
あ
り
、
多
く
の
面
白
い
物
語
も
あ
る
。
時
に
は
詳
し
い
語

句
の
解
釈
や
修
道
の
教
理
の
細
論
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
決
し
て
難
解

煩
雑
で
は
な
い
。
む
し
ろ
仏
教
を
近
づ
き
易
い
も
の
に
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
こ
こ
に
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
『
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー

タ
』
と
あ
わ
せ
読
む
と
き
、
そ
こ
に
仏
が
め
ざ
し
仏
が
示
し
た
と
信

ぜ
ら
れ
た
世
界
が
、
髪
鬚
と
し
て
眼
前
に
ひ
ら
け
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

（
Ⅶ
頁
）

こ
の
躯
い
文
句
だ
け
で
も
、
読
者
の
興
味
を
そ
そ
る
事
は
疑
い
な
か
ろ

う
。
が
、
更
に
『
ク
ッ
ダ
カ
・
バ
ー
タ
』
の
註
も
併
せ
て
訳
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
？
南
方
上
座
仏
教
の
所
依
の
諸
経
典
も
詳
ら
か
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
代
の
南
方
仏
教
の
理
解
を
目
指
す
諸
学
者
を
惹
き

つ
け
て
止
ま
ぬ
で
あ
ろ
う
。

匂
大
乗
仏
教
の
滅
亡
と
上
座
部
仏
教
の
興
隆

本
書
訳
出
に
は
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
が
あ
る
。
即
ち
、
は
し

が
き
は
更
に
言
う
。
「
ビ
ル
マ
で
も
、
イ
ン
ド
東
部
で
も
、
古
く
は
大
乗

仏
教
が
行
な
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
の
に
」
「
西
域
（
と
く
に
南
道
）
に
も
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
ジ
ャ
ワ
島
）
に
も
」
「
ス
リ
ラ
ン
カ
に
も
大
乗
仏
教
が
伝

わ
り
、
そ
の
遺
跡
も
あ
る
の
に
、
今
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
。
〈
－
リ
仏

教
の
み
が
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
存
続
し
え
た
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
秘
密
が
『
ス
ッ
タ
・
’
一
バ
ー
タ
』
や
『
ク
ッ
ダ
カ
・
・
ハ
ー
タ
』
お
よ

び
そ
れ
ら
の
註
釈
書
の
中
に
、
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
Ｖ
１

．
Ⅵ
頁
）
実
際
、
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
は
近
年
、
大
乗
経
典
の
黄
金
製
貝
葉
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
、
大
乗
経
典
を
記
し
た
鋼
板

片
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
刻
ま
れ
た
石
板
や
黄
金
の
普
賢
菩
薩
像
な
ど
が

出
土
し
て
い
る
。
ま
た
一
方
、
黄
金
製
の
貝
葉
に
経
典
を
記
す
こ
と
は
、

上
座
部
仏
教
圏
の
タ
イ
や
タ
イ
北
部
の
チ
エ
ン
マ
イ
地
方
で
も
行
な
わ
れ

た
ら
し
い
（
柏
原
信
行
「
ス
リ
ラ
ン
カ
で
黄
金
製
『
般
若
経
』
貝
葉
の
発

見
」
中
外
日
報
第
二
三
一
九
六
’
八
号
参
照
）
。

ま
た
、
近
頃
《
《
閂
意
冒
凰
ミ
ミ
菖
曽
凰
昌
畠
ミ
さ
鼠
ご
琴
昏
ミ
員
畠
〉
》

角
①
鷲
ロ
の
ｏ
ぢ
ぽ
自
且
痔
自
国
ロ
里
胃
＆
ず
司
画
さ
．
冨
胃
尉
旨
顕
冨
】
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国
琴
一
さ
琴
恩
争
閂
碧
Ｓ
Ｏ
Ｉ
画
医
包
包
萱
Ｇ
ｓ
ｚ
○
・
・
コ
、
国
の
四
詳
的
巨
吋
巨
石
目
ず
屋
○
四
陸
○
国
、
）

目
ｐ
ｓ
ｐ
ｐ
国
○
○
戸
。
①
ロ
ヰ
①
》
己
巴
冨
》
こ
い
巴
と
い
箔
フ
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
の

テ
ク
ス
ト
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
僧
院
内
で
発
見
さ

れ
た
貝
葉
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
伽
藍
配
置
や
仏
像
に
つ

い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
仏
像
の
形
に
つ
い
て
詳

細
に
記
し
た
《
《
曽
宝
唇
ミ
ミ
寺
ミ
冨
冨
富
函
』
』
と
《
《
昌
男
ミ
ミ
畠
駕
冒
》
」

と
呼
ば
れ
る
害
が
あ
り
、
仏
像
の
体
型
・
比
率
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
ま
た
言
語
的
に
乱
れ
て
は
い
る
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
後
世
（
一
二
世
紀
頃
か
）
こ
の
よ
う
な
展
開
を

み
せ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
の
仏
陀
観
の
起
源
を
探
る
上
で
の
示
唆
を
、

Ｅ
書
第
一
章
の
四
、
仏
陀
観
（
四
八
’
七
四
頁
）
は
与
え
て
い
る
。

著
者
は
、
仏
陀
観
に
つ
い
て
論
じ
た
後
、
仏
像
に
つ
い
て
「
「
、
、
リ
ン

ダ
王
の
問
い
』
が
作
ら
れ
て
い
る
時
、
仏
像
が
作
ら
れ
礼
拝
さ
れ
て
い
た

か
ど
う
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
後
に
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お

い
て
も
仏
像
が
作
ら
れ
、
礼
拝
さ
れ
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
の
場

合
、
仏
像
の
出
現
が
ど
の
よ
う
な
仏
陀
観
の
変
化
に
も
と
づ
き
、
ど
の
よ

う
な
仏
陀
観
を
形
成
し
て
き
た
の
か
、
著
者
は
い
ま
だ
そ
の
答
え
を
用
意

し
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
い
た
し
た
い
。
」
（
六
九
’
七
○
頁
）
と

し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
近
い
内
に
、
そ
の
解
答
を
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
へ
五
冊
に
も
及
ぶ
大
著
を
評
者
た
ち
の
興
味
の
赴
く
ま
ま
に
紹
介

を
し
て
き
た
の
で
、
遺
漏
の
あ
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
が
、
最
後
に
こ
れ
ら

五
冊
の
全
体
に
わ
た
る
感
想
に
つ
い
て
述
べ
、
責
を
果
し
た
い
と
思
う
。

四

ま
ず
、
本
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
他
に
見
ら
れ
ぬ
程
、
パ
ー
リ
の
原
語
が
非

常
に
豊
富
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
。
ハ
ー
リ
語
を
学
習
す
る
も
の
、
．
〈
－
リ
研

究
者
に
と
っ
て
誠
に
有
難
い
。
ま
た
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
に
と
っ
て

も
、
被
益
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
原
語
は
、
註
釈
書
特
有
の

語
呂
合
わ
せ
に
よ
る
語
源
解
釈
を
知
る
上
で
、
パ
ー
リ
語
を
全
く
知
ら
ぬ

読
者
に
対
し
て
も
不
可
欠
で
あ
る
。
原
語
は
豊
富
で
は
あ
る
が
、
決
し
て

読
み
進
め
る
上
で
、
邪
魔
に
な
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

も
、
い
ず
れ
近
い
う
ち
に
刊
行
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
Ｆ
書
が
期
待
さ
れ
る
。

仏
教
術
語
は
、
あ
ま
り
無
理
に
は
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
な
い
が
、
完
全

な
門
外
漢
が
こ
の
書
を
手
に
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
無
い
で
あ
ろ
う
か
ら
問

題
は
無
い
で
あ
ろ
う
し
、
仏
教
学
者
に
は
却
っ
て
好
都
合
で
あ
る
。
し
か

し
、
全
く
仏
教
語
ば
か
り
で
は
な
く
現
代
的
な
訳
も
な
さ
れ
、
「
潜
在
的

煩
悩
（
随
眠
）
」
と
い
う
よ
う
に
仏
教
術
語
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。
英
語

等
の
現
代
の
外
国
語
に
よ
る
仏
教
関
係
の
害
に
よ
る
方
が
、
却
っ
て
仏
教

術
語
の
内
容
が
分
か
り
易
い
場
合
が
あ
る
が
、
こ
の
書
は
そ
れ
と
同
様
の

感
覚
を
与
え
た
。
内
容
の
平
明
さ
と
、
次
々
に
あ
ら
わ
れ
る
具
体
的
説
明

に
惹
か
れ
て
読
み
進
め
ば
、
自
然
に
パ
ー
リ
語
と
専
門
的
仏
教
用
語
に
も

通
堯
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
註
に
お
け
る
、
他
の
。
〈
－
リ
・
テ
キ
ス
ト

や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
や
漢
訳
の
資
料
と
の
豊
富
な
比
較
研
究
は
、
諸
学
者

に
と
っ
て
は
必
見
で
あ
ろ
う
。

訳
語
に
関
し
て
は
、
特
に
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
一

な
か
で
も
、
興
味
深
い
の
は
、
「
時
に
、
な
る
ほ
ど
」
（
胃
冒
昏
○
）
、
「
ま

た
、
な
る
ほ
ど
そ
の
時
」
（
蔚
口
四
喜
○
冨
口
ｐ
閨
日
畠
①
ロ
色
）
等
、
炭
冒

が
、
「
実
に
」
等
で
は
な
く
「
な
る
ほ
ど
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
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る
。
確
実
に
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
箇
所
に
よ
れ
ば
、
「
な
る
ほ
ど
」
だ

ら
け
の
文
も
あ
る
が
、
原
典
と
の
参
照
に
は
好
都
合
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
』
昌
○
も
「
な
る
ほ
ど
」
ば
か
り
で
は
な
く
「
い
い
か
ね
。
君
。
」

喬
冒
弓
冒
）
と
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
柔
軟
性
は
あ
る
。

『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
は
『
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
ご
ミ
鳥
昌

に
比
し
て
「
わ
か
り
や
す
い
」
点
が
指
摘
さ
れ
（
Ｅ
害
四
一
三
’
四
二
八

頁
）
、
且
つ
ま
た
「
誰
に
で
も
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
一
所
懸
命
工
夫

し
て
」
あ
り
（
四
二
三
頁
）
、
全
体
と
し
て
読
者
へ
の
気
配
り
が
感
じ
ら

れ
る
」
（
四
二
八
頁
）
と
し
て
い
る
。
教
義
の
羅
列
で
は
な
く
、
各
種
の

具
体
例
・
実
例
、
例
え
を
挙
げ
て
解
説
し
て
い
る
。
図
ら
ず
も
、
こ
の

『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
か
ら
受
け
継
が
れ
た
精
神
は
、
Ｅ

書
の
第
二
部
（
及
川
氏
の
担
当
部
分
）
に
お
い
て
、
様
々
な
例
を
挙
げ
さ

せ
て
い
る
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
、
た
例
の
中
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
あ
り

（
三
八
九
’
三
九
○
頁
）
、
『
日
本
書
紀
』
あ
り
（
四
四
一
頁
）
、
第
百
回

芥
川
賞
の
李
良
枝
『
由
煕
」
あ
り
（
四
五
○
頁
）
、
湯
川
博
士
と
中
間
子

理
論
あ
り
（
四
五
五
’
四
五
六
頁
）
と
、
『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ

ヵ
ー
』
顔
負
け
で
分
か
り
や
す
い
。
そ
し
て
、
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
の
活
躍
し

た
当
時
の
背
景
へ
と
論
が
進
め
ら
れ
、
「
崩
れ
か
け
て
は
ま
た
固
ま
る
と

い
っ
た
状
態
に
あ
っ
た
上
座
部
僧
団
か
ら
・
ハ
ー
リ
註
釈
害
が
輩
出
し
た
こ

と
も
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
（
五
二
五
頁
）
と
結
ば
れ
て
い
る
。
危
機

の
み
か
ら
註
釈
書
が
著
わ
さ
れ
た
の
か
、
パ
リ
ッ
タ
と
し
て
現
在
で
も
盛

ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
．
ハ
ー
リ
仏
教
の
需
要
は
、
ど
こ
か
ら
由
来
す
る
の

か
。
こ
の
「
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
と
そ
の
解
説
は
様
々
な

問
題
を
改
め
て
提
起
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
全
体
に
亘
り
、

断
定
を
避
け
つ
つ
進
め
ら
れ
て
い
る
両
著
者
の
考
究
は
、
我
々
に
、
多
岐

に
わ
た
る
研
究
意
欲
を
駆
り
立
て
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
原
始
仏
典
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
経
典
の
一
つ
で

あ
る
『
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
』
の
こ
の
膨
大
な
註
釈
と
そ
れ
に
つ
い
て
の

研
究
が
、
二
人
と
い
う
少
人
数
の
研
究
者
の
手
で
、
わ
ず
か
五
年
余
り
の

歳
月
で
完
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
先
駆
的
研
究
で

あ
る
だ
け
に
、
種
々
問
題
点
も
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
そ
れ
が
日
本
語
で

読
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
関
連
す
る
分
野
に
興
味

を
有
す
る
一
般
の
識
者
を
益
す
る
こ
と
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
大

部
な
、
し
か
も
高
価
な
著
書
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
イ
ン
ド
や
ス
リ

ラ
ン
カ
の
仏
教
・
社
会
・
歴
史
・
文
化
な
ど
を
研
究
領
域
と
す
る
研
究
者

に
は
是
非
座
右
に
置
い
て
ほ
し
い
し
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
研
究
者
・
識
者

も
、
図
書
館
な
ど
で
一
度
は
閲
覧
し
て
み
て
ほ
し
い
本
と
し
て
、
広
く
推

賞
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
本
稿
は
平
成
元
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
〈
一
般
研
究
Ｂ
〉
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
）

Ａ
書
・
・
一
九
八
五
年
五
月
、
五
四
十
五
三
九
頁
、
一
五
○
○
○
円

Ｂ
書
・
・
一
九
八
六
年
七
月
、
一
八
十
六
九
八
頁
、
一
五
○
○
○
円

Ｃ
言
・
・
一
九
八
八
年
一
月
、
二
四
十
八
六
四
頁
、
一
九
○
○
○
円

Ｄ
書
：
一
九
八
九
年
十
月
、
二
十
十
五
○
六
頁
、
一
五
○
○
○
円

Ｅ
害
・
・
一
九
九
○
年
二
月
、
一
二
十
五
二
八
十
四
五
頁
、
一
五
○
○
○
円

（
書
名
は
本
稿
七
二
頁
参
照
）
い
ず
れ
も
消
費
税
別
、
菊
判
、
春
秋
社
。
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